
〈活動中の子どもの姿・声、子ども同士や保育者とのかかわり〉

スクリーンに映し出された海や水族館の映像に興味をもち、生き物の姿をじっくりと見たり、気になっ
た生き物に注目したりする姿が見られた。また、映像を通して得たイメージを製作活動につなげ、そ
れぞれが思い描く生き物を形にしようとする様子があった。映像を見る体験と実際に手を動かして作
る体験を組み合わせることで、子どもたちの想像力や表現する意欲を育む機会となった。

・プロジェクター
・スクリーン

４．探求活動の実践

〈活動の内容〉

光をテーマとした探究活動として、プロジェクターとスクリーンを活用し、海や水族館の映像を投影し
た。大きなスクリーンに映し出される海の世界を見ながら、生き物の色や形、模様、動きなどに注目
し、興味をもった生き物について観察した。その後、映像から得たイメージや気づきをもとに、水族館
の生き物を製作する活動へと発展させた。

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

　とうきょう　すくわくプログラム活動報告書

１．活動のテーマ

〈テーマ〉

康保会保育園

　3月下旬　15：00～16：00　

	光を通して広がる海の世界 ～映像から生き物への興味・関心を深める～

〈テーマの設定理由〉

子どもたちが光の不思議さや美しさに興味・関心をもち、自ら発見したり表現したりすることを楽しめ
るよう、「光」をテーマに設定した。プロジェクターで海や水族館の映像を映し出し、生き物の色や
形、動きなどを観察することで、子どもたちの好奇心を育み、気づいたことや感じたことを製作活動へ
と発展させることを目指した。

2．活動スケジュール

・活動する日を決め、４・５歳児対象にホールに集まり、スクリーンに投影する。



〈振り返りによって得た保育士の気づき〉

〈活動中の様子〉

５．振り返り

プロジェクターとスクリーンを活用することで、海や水族館の世界を視覚的に体験し、生き物への興
味・関心を深めることができた。また、映像を見て終わるのではなく、観察したことや感じたことを製作
活動へとつなげることで、子どもたちの気づきやイメージを表現する機会となった。今後も、子どもた
ちの興味や発見を大切にしながら、光や映像を活用した活動を継続し、色や形、影、光の映り方な
どへの探究へと広げていきたい。


